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(57)【要約】

【課題】部位特異的編集を誘導可能な標的編集ガイドオ

リゴヌクレオチドを提供する。

【解決手段】標的ＲＮＡを特定する第一オリゴヌクレオ

チドと、第一オリゴヌクレオチドの３＇側に連結する第

二オリゴヌクレオチドと、第二オリゴヌクレオチドと相

補鎖を形成し得る塩基配列を有する第三オリゴヌクレオ

チドと、第一オリゴヌクレオチドの５＇末端と前記第三

オリゴヌクレオチドの３＇末端とを連結する第一連結基

とを含む標的編集ガイドオリゴヌクレオチドである。第

一オリゴヌクレオチドは、標的ＲＮＡ中のアデノシン残

基に対応する標的対応ヌクレオチド残基と、標的対応ヌ

クレオチド残基の５＇側に連結し、前記標的ＲＮＡに相

補的な塩基配列を有する１０残基以上２４残基以下のヌ

クレオチド鎖と、標的対応ヌクレオチド残基の３＇側に

連結し、標的ＲＮＡに相補的な塩基配列を有する２残基

以上７残基以下のヌクレオチド鎖とからなる。標的編集

ガイドオリゴヌクレオチドは、標的ＲＮＡに対する部位

特異的編集を誘導する。

【選択図】図１


	bibliographic-data
	abstract

